
 

 

 

 

今月は、本院で使用されている薬剤名につけられているアルファベットの意味を説明したいと思います。 

記号 薬 剤 名 略 語 の ス ペ ル 等 説    明 

A アラセナ A Ara-A 

(adenine-arabinoside) 

成分（ビダラビン）の略号由来 

A アルダクトン A Absorption（吸収） 以前販売の 100 mg 錠より吸収がよい 

A イントロン A Interferon-α（Alfa） 成分名（インターフェロンアルファ）由来 

A ベゲタミン錠-A 成分量の異なる A と B の２

種類の製品の名前 

成分量の異なる、２種類の製品の名前 

AM つくし A・M 散 Ace Margen mittel Ace：代表的、Margen mittel（ドイツ語）：胃散 

α セファメジンα注射液 α型結晶の成分 α型は、光・熱により安定 

CR アダラート CR Controlled Release 成分の放出を制御した薬剤 

D アリセプト D Disintegration 口腔内崩壊錠 

D ヴィーン D Dextrose（ブドウ糖） ブドウ糖が配合されいてる酢酸リンゲル液 

D ガスター D 錠 Orally Disintegrating 

Tablet、Development 

口腔内崩壊錠（ガスターOD錠の改良【進化】

型） 

D ヒダントール D フェノバルビタール 100mg

に対するフェニトイン量の違

いを表したもの 

フェニトイン量：A:50mg、B:100mg、

C:150mg、D:200mg、E:250mg、F:300mg,但し

製剤は D～F のみ 

DIC ビリスコピン DIC50 Drip Infusion 

Cholecystocholangiography 

胆嚢・胆管撮影用の点滴静注造影剤 

DS スミフェロン DS Disposable Syringe 使い捨てのシリンジが付いた製剤 

ED ヘパン ED Elemental Diet 各成分（Elemental）を含む食物（Diet） 

EE ネオメドロール EE 軟膏 Eye and Ear 目と耳に適応あり 

EN アザルフィジン EN Enteric 腸溶製剤 

EN アミノレバン EN Entero Neutrition 経腸栄養 

F アリナミン F Tetrahydrofurfuryl 基 アリナミンにこの基が結合したもの 

F ヴィーン F Free 糖質を含まない酢酸リンゲル液 

FU 5-FU 錠 5-fluorouracil 成分名（フルオロウラシル）の略号 

G アルロイド G Gastric（胃の） 胃に対する薬剤 

G 注射用グルカゴン G・ノボ Genetical Recombination 遺伝子組み換え製剤 

G トレーラン G Glucose 成分名（グルコース）由来 

H エンシュア H High Calorie エンシュアよりもカロリーが 50 % 高い 

H オイラックス H Hydrocortisone オイラックスに Hydrocortisone が含有され

ている 

H ニコリン H 注 High（高濃度） ニコリンよりも濃度が高い。（ニコリン注; 5 %･

10 %、ニコリン H 注; 25 %） 

H 生食溶解液キット H Half Kit 薬剤と溶解剤を一体化したキット製品と異な

り、多くの市販固形（粉末）注射剤を自由に

使用できる構造をもつ製品をハーフキット

（Half kit）と称する 

HA インフルエンザ HA ワクチ

ン 

Hemagglutinin 有効成分が赤血球凝集素（hemagglutinin） 

IH 献血ヴェノグロブリン IH intact heat 天然のまま（intact）加熱処理（heat）した製剤 
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記号 薬 剤 名 略 語 の ス ペ ル 等 説    明 

IH テタノブリン IH intact heat 天然のまま（intact）加熱処理（heat）した製剤 

KY ハーフジゴキシン KY 錠 Kyoto 製造元が京都薬品工業株式会社 

L アダラート L Long acting 持続型 

L プロタノール L 注 Long acting 持続型 

LA ペルジピン LA Long Acting 持続型 

MS MS 冷湿布・温湿布 Methyl Salicylate サリチル酸メチル含有 

MS プロナーゼ MS Mucous Solubilizer 粘液（Mucous）溶解剤（Solubilizer） 

MVI MVI 注 Multi Vitamin Infusion 混合ビタミン注射液 

N イノレット N NPH（neutral protamine 

hagedorn） 

中間型イソフェンインスリン製剤 

N ケイツー N New, Natural 界面活性剤に天然大豆レシチンを使用した

新しい製品 

N ノボリン N NPH（neutral protamine 

hagedorn） 

中間型イソフェンインスリン製剤 

N ユベラ N ソフトカプセル Nicotinate ビタミン E とニコチン酸を結合させた誘導体 

Na コンクライト Na NaCl 成分名（塩化ナトリウム）由来 

OD ナゼア OD Oral Disintegrant 口腔内崩壊錠 

OD ベイスン OD Oral Disintegrant 口腔内崩壊錠 

P アタラックス P Pamoate パモ酸塩 

P フィブロガミン P Pasteurization 液状加熱 

P マグコロール P Powder 粉末状 

P リスモダン P Phosphate リン酸塩 

PL PL 顆粒 pylon 一般用医薬品として発売した総合感冒薬パ

イロンの転語 

R イノレット R Regular or Rapid 速効型インスリン製剤 

R ノボリン R Regular or Rapid 速効型インスリン製剤 

R ヘルベッサー R Retard 持効性製剤 

R ポタコール R Replacement（補充） 循環血漿量の補充を目的とした輸液 

RF ハイカリック RF Renal Failure 腎不全用 

RM ゾーミッグ RM rapidly melt in mouth 口腔内速溶錠 

S エパデール S Small, Smooth and Seamless 

capsule 

剤形（直径約 4 mmの球形の軟カプセル）に

由来 

S エルシトニン注 20S Strong 骨を強くする 

S ダラシン S 注射用 Solution 剤形（溶解型注射剤）に由来 

S チラーヂン S 錠 Synthesis 合成 

S マーズレン S Strong 単剤よりも強い力価を示す（だろう） 

S レプチラーゼ＝S Solution 剤形（液剤）由来 

SN 生食注「SN」シリンジ 理由無し インタビューフォームには理由無しと記載 

T ソリタ T 1. Takeda、2. Takatu 1. 販売が武田製薬、2. 当時東大の高津教

授が開発した 

T パンスポリン T 錠 Tablet 剤型（錠剤）由来 

U ウラリット U Urine 酸性尿改善剤 

VG リンデロン-VG 軟膏 Valerate + Gentamicin ベタメタゾンの吉草酸エステルとゲンタマイシ

ンの配合剤 

W ステリクロン W 液 White ステリクロン R との識別のため（ステリクロン Rは

界面活性剤を含有しており、粘膜系などへの消毒

には使用できないが、W は使用できる） 

 （薬剤部 若松） 


